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1. 目的 

 本アンケートは、津和野町内における観光消費額の増加を目的として、その目的達成にむけ今後の

津和野町の観光戦略の検討・立案のための基礎資料として実施するものである。 

 

  

2. アンケート実施概要 

 

① 実施方法 

津和野町イメージアップキャラクター「つわみん」を採用したマンホールカード配布希望者に

対して Google フォームで作成した WEB アンケートに回答する方法で実施（アンケート回答で

カードを配布） 

 

② 実施場所 

津和野町観光協会 観光案内カウンター（津和野駅構内） 

 

③ 集計期間 

 2023 年 11 月 23 日~2024 年 11 月 1 日 

 

④ 回答回収数 1,226 件 
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3. 集計結果 

 ここからは、本アンケートで回収した回答の調査結果を示す。 

3-1 全集計 

① 性別 

 全回答のうち男性の割合は 65.7％、女性の割合は 34.1％となった。来訪者の傾向として

男性の割合が高くなっている。 

表１.回答者の性別構成 

 
② 年代 

最も高い割合の年代は 50 代で 27.7％、続いて 40 代 24.7％、60 代 17.9％となり、40～

60 代の合計で 70.3％となり、高年齢層の来訪が多くなっている。「30 歳代」「20 歳代」「10

歳代」「10 歳未満」の合計が 23.3％なっている。（表２）なお男性・女性の性別ごとにおい

てもほぼ同様の傾向となっている。（表３、表４） 

表２.来訪者の年代分類 

 

 

表３.男性の年代分類         表 4.女性の年代分類 
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③ 居住都道府県 

回答者の居住都道府県で最も高い割合は広島県と東京都で共に 11.6％、次いで山口県

11.2％となる。上位 10 位が中国地方（広島、山口、島根、岡山、）首都圏（東京、神奈川、

埼玉）、関西（大阪、兵庫）の３つのエリアからの来訪を占める結果となった。（表５） 

 

表５.来訪者の居住都道府県の分類 
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また、都道府県ごとの各年代割合については表６の通りとなった。 

 

表 6.各都道府県_年代別分類 
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④ 津和野への来訪回数 

津和野への来訪回数に対する回答としては、初回（「１」）の方が全体の 45.6％を占めて

いる。３回までの来訪で全体の 77.5％を占める結果となった。また４位に「11 回以上」が

９.3％を占め熱心なリピーターが一定数いると推測される。（表 7）男女別にみてもこの傾

向は同様である 

表 7．津和野への来訪回数 

 

 

⑤ 同行者 

単身旅行が 39.0％を占めており、次いで家族 26.1％、夫婦 23.2％の結果となった。 

恋人での来訪は全体の２.0％しか占めておらず、津和野町は恋人で訪れる方の割合が低

い結果となっている。 

 

表 8.同行者の回答数と構成率 
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⑥ 旅程日程 

 来訪者の旅行日程に対する回答では、日帰り 37.6％、宿泊あり（上記以外は含まず）58.2％

となった。  

表.9 旅行日程_全体 

 

  

旅行日程について p4 の居住都道府県の回答上位 10 都府県ごとの旅行日程の集計結果は

次の表 10 から表 14 となった。津和野町が所在する島根県、津和野町と県境が隣り合う広

島県・山口県からの旅行日程については「日帰り」の割合が高くなっている（広島県 70.4％、

山口県 88.3％、島根県 66.1％）。東京都、大阪府、兵庫県、神奈川県、愛知県、埼玉県は居

住地から移動距離が長くなるため必然的に宿泊を伴う旅行日程となっている。 

東京都と神奈川県は「３泊以上」の割合が他県と比較して高くなっている（東京都 37.3％、

神奈川県 39.5％）。 

福岡県については日帰り（51.6％）、宿泊あり（45.3％）の構成比率の差は他の都府県と

比較して小さくなっており、誘客方法次第では宿泊ありの割合を高められる余地がある。 

 

表 10. 旅行日程_広島県（左）、東京都（右） 
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表 11. 旅行日程_山口県（左）、大阪府（右） 

    

 

表 12. 旅行日程_兵庫県（左）、神奈川県（右） 

    

 

表 13. 旅行日程_福岡県（左）、島根県（右） 

    

 

表 14. 旅行日程_愛知県（左）、埼玉県（右） 
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⑦ 町内消費額 

 旅行日程が「日帰り」の回答について旅行全体での一人当たりの消費額平均値は 2,389 円

となった。個別回答では「～1,000 円」の 30.8％が最も多く、次いで「1,001～2,000 円」

（24.7％）、「2,001～3,000 円」（19.3％）となった。（表 15） 

 旅行日程で「１泊２日」「２泊３日」「３泊以上」と回答のあった宿泊ありに関する一人当

たりの消費額平均は6,563円となった。宿泊ありの回答結果に関しても消費額「～1,000円」

が構成割合としては 27.5％と最も高くなった。（表 16） 

なお注意点として本アンケートでは設問の設定として「津和野町内での消費額」に関す

る回答を求めている。そのため宿泊地が山口市や益田市といった津和野町町外の場合、本

アンケートの回答の金額には含めない形での回答を促している。そのため旅行日程として

は「宿泊あり」となった場合でも、宿泊場所が津和野町外の場合、今回の消費額には含まれ

ない形となっている。参考として令和 5 年 島根県観光動態調査で集計された一人当たりの

観光消費額は次ページ参考表の通りとなっている。 

 

表 15.町内消費額_旅行日程_日帰り 

  

 

表 16.町内消費額_旅行日程_宿泊あり 
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【参考表】一人当たりの観光消費額（令和 5 年島根県観光動態調査より抜粋） 

 

 

なお、同行者別に観光消費額の回答数と構成率は表 17 の通りとなった。単身旅行（一人）

では消費額が「~1,000 円」が.38.7％（回答数 185 件）を占める結果となっており、出費を

抑えながら観光を楽しもうとする傾向であると推察できる。 

町内での消費額として「50,001 円」以上の回答が 15 件（1.2％）得られており、高単価

な客層の入込が実績として確認できている。 

 

表 17.消費額の構成割合_同行者別 
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⑧ 利用した交通手段 

 自家用車が 47.2％、鉄道 29.7％、レンタカー8.7％となった。自家用車に関しては複数の

交通手段を利用した回答も含めると 48.7％を占める。鉄道に関しては本アンケートの設置

場所が津和野駅であり鉄道利用者が本アンケートに回答しやすい環境にあることを考慮す

ると実態として鉄道利用の割合はもう少し低くなると考えられる。 

 

表 18.利用した交通手段 
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4. 実施アンケートフォーム 

 実施場所で来訪者が回答したアンケート画面は次のとおり。 
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5. 今後の調査分析に関する整理 

 現在、津和野町に来訪された方の個人属性（性別、年代、居住地域など）や消費行動（移動手段、

消費額）など観光動態に関する調査アンケートは令和６年 10 月から開始した津和野観光アンケート

にその役割を移行している。 

 今後、本アンケートで集計したデータを基礎資料としながら上記観光アンケートで収集したデー

タと比較し今後の施策の立案に活用していくこととする。 


